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２．対象・目的・内容
　市内に事業所を置く中小企業、個人事業者等が、売上げ、利益の向上を目的に業務拡大や効率的な事業体制等の
確立を支

年

援するため、必要な経費の一部を補助する。

事 業 概 要

　市内に事務所を有する中小企業、個人事業者等
事業の対象

（誰・何を）

度

現状や課題に取り
事業の目的

　事業者を取り巻く環境変化の中で、新製品の開発、業績アップ、販路拡大、生産性の向上など
組み、経営の向上を図ることで、地域経済の活性化につなげる。

（どういう状態

にするために)

　中小企業、個人事業者等の申請に基づき、事業に係る経費の一部を補助する。
事業の内容

（どう

　

いう内容

を行うのか)
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る事業である。経営力向上を目指し、設備投資や販路開拓・拡大などを行う事業者に対

説 明 して支援するものであり、他市と比較しても先駆的な取組でもある。設備投資による固定資産税の増加や販路開拓

価 ・拡大による売

事

上げの増加にもつながることで、地域経済の活性化が図られる。また、平成28年度からは新たに創
業・起業に対する支援メニューを追加設定するなど、見直しを行いながら継続して実施していく必要がある。

評 価 事業の優

業

先度(緊急性) 3 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 5
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　補助金の交付決定に当たっては、西脇市中小企業者等支援事

の

業審査会の意見を踏まえており、適正に事業が行わ

評 れている。また、本事業は国の補助金を有効活用するとともに、現在の中小企業を取り巻く経済環境にあって、経

説 明 営革新等にチャレンジする中小企業者に対する支援

概

を行っているものであり、地域経済活性化の観点からも重要で

価 ある。今後は国の補助金の動向や補助金の活用状況等を分析し、より効果的な補助メニューへの見直しを行ってい
ただきたい。

要説明

５．事業の実績・目

書

標

指 標 名 補助件数 単　

（

位 件

説 明 や 数 式 市内

２
兼

のものづくり、経営革
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価
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書
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指 標 目 標 値 18

）
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20
① 経 費 （ 千 円

頁

） 21,332
単位当たりのコスト 1,066.6

８

指 標 名 単　位

説 明 や 数 式
活 動

年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
指 標 目 標 値

実 績 値
② 経 費 （ 千 円 ）

単位当たりのコスト

指 標 名 展示会、商談会等への出展支援件数 単　位 件

説 明 や 数 式 年度中に展示会

年

や商談会に出展した事業者の件数
成 果

年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
指 標 目 標 値 5 5

実 績 値 5
① 経 費 （ 千 円 ） 3,468

単位当たりのコスト 693.6

指 標 名 設備投資額 単　位 千円

説 明 や 数 式

度

ものづくり・あきない経営革新支援事業による機械や設備に係る投資額
成 果

年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
指 標 目 標 値 50,000 50,000

実 績 値 50,269
② 経 費 （ 千 円 ） 5,111

　

単位当たりのコスト 0.10
　取引先の拡大等を目的に活動する事業者が展示会、商談会等へ出展することは販路開拓につながり、売上げの増

実績・成果 加にもつながることから、出展支援件数を成果指標とし、１年度５件

当

の目標に対して27年度の実績値は同じ件数と
なっている。また、機械・設備の購入は、生産の効率化等につながり、事業者の経営力の向上にもなるとともに、

等 の 説 明 固定資産税（償却資産）の増加にもつながることから

初

、設備投資額を成果指標とし、１年度50,000千円の目標値に
対して27年度の実績値は少し上回る数値となった。

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービス

予

の相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 5
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　経済の復活を目指した取組の一つであり、民間の活力も活用しながら、積極的にチャレンジする、頑張る事業者

評 等を市として力強く応援す
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